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泌乳中の乳用牛（ホルスタイン種 ; n=17、ジャージー種 ; 
n=2、エアーシャー種 ; n=1、ブラウンスイス種；n=1）の







＞子宮内膜スメアにおける CD4 陽性 T 細胞（Th1、Th2、
Th17 および Treg）の存在を確認するために、サイトブラ
シで採取した子宮内膜標本から total RNA を抽出し、こ
れらが特異的に産生する INF γ、IL4、IL17 および IL10
の mRNA 発現をリアルタイム PCR を用いて測定した。
4.　研究の成果
　分娩後の子宮内膜における PMN 比および MNC 比の




において PMN だけでなく組織修復に関与する MNC も重
要な役割を担っている可能性があると考えられた。さら
に、4 種類の CD4 陽性 T 細胞が特異的に産生するサイト
カインである INF γ、IL4、IL17 および IL10 の mRNA
発現が試験期間を通して検出されたことから、鏡検で観
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要 組 織 適 合 性 複 合 体 (MHC) 型、 皮 膚 の filaggrin、
ceramide 代謝産物等が関係し、AD 患者では炎症性腸疾
患 (IBD) の併発リスクが 34% 高い。本研究では、皮膚と
腸における共通バリア機構低下に着目し、動物モデルを検
索した結果、AD 様モデル NC/Nga 系において、Dextran 
Sulfate Sodium(DSS) 誘導性腸炎に感受性が高いことを見
出した。近年、我々は NC/Nga 系の特異な MHC 型を同
定し、H-2nc と名付けた。NC/Nga 系の腸炎機序解明は
IBD 併発 AD 患者に貢献できると期待される。本研究では、
1) 系統の腸バリア、2)MHC 型、3) 腸内細菌叢について
検証した。
3.　研究の計画・方法
野生型；BALB/c 系 (H-2d)、C57BL/6 系 (H-2b)、NC/










DSS 腸炎の生存率は、BALB/c 系では100% を、C57BL/6
系では80% を、NC/Nga 系では0% を示した。NC/Nga 系
H-2 congenic 間では、体重減少は同様な推移を示すが、
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いないイヌ IDH1 R132H 変異を人工的に作出し、ヒト同
様 の 分 子 機 能 変 化 を 再 現 し た（2018 J Vet Med Sci ; 





オーマ 5 例、軟骨肉腫 23 例、骨肉腫 8 例および乳腺腫瘍 9
例のパラフィン包埋切片より抽出したゲノム DNA を用






フト UCSF Chimera を用いた in silico 解析にて検討した。











イヌのグリオーマ 5 例、軟骨肉腫 23 例、骨肉腫 8 例、






















減弱させ、IDH 活性が低下するイヌ IDH1 変異を複数の
軟骨肉腫症例から同定した。しかし、本研究での解析例
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